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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙幣を金種別に収納するスタッカと、前記スタッカへ補充する紙幣を収納するカセット
と、少なくとも不明券または多重送り券と判定された紙幣を収納するリジェクトボックス
とを有する自動取引装置において、
　前記リジェクトボックスへ収納された収納枚数を算出するリジェクト枚数算出部を備え
、
　前記リジェクト枚数算出部は、前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が不明券の場
合には紙幣は１枚が収納されたと推定し、前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が、
多重送り券の場合には、多重送り券の重なり枚数を判断しないで紙幣は２枚が収納された
と推定して前記収納枚数を算出し、
　前記リジェクト枚数算出部は、前記自動取引装置に収納されている紙幣の枚数を金種別
に精査する精査処理が行われた場合には、精査処理前後の紙幣枚数の差分に基づき、前記
推定して算出された収納枚数を補正する
ことを特徴とする自動取引装置。
【請求項２】
　前記リジェクト枚数算出部は、前記スタッカから繰出されて前記リジェクトボックスへ
収納された収納枚数を算出する
ことを特徴とする請求項１に記載の自動取引装置。
【請求項３】
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　前記カセットは、単一金種の紙幣を収納するカセットであって、
　前記リジェクト枚数算出部は、前記カセットから繰出されて前記リジェクトボックスへ
収納された収納枚数を算出する
ことを特徴とする請求項１に記載の自動取引装置。
【請求項４】
　前記スタッカの紙幣が無くなったことが物理的に検出された場合に、前記リジェクト枚
数算出部は、取引処理を集計して算出された前記スタッカに有るべき紙幣の枚数との差分
に基づき、前記算出された収納枚数を補正する
ことを特徴とする請求項２に記載の自動取引装置。
【請求項５】
　前記カセットの紙幣が無くなったことが物理的に検出された場合に、前記リジェクト枚
数算出部は、取引処理を集計して算出された前記カセットに有るべき紙幣の枚数との差分
に基づき、前記算出された収納枚数を補正する
ことを特徴とする請求項３に記載の自動取引装置。
【請求項６】
　前記リジェクト枚数算出部は、算出されたリジェクトボックスの収納枚数を監視サーバ
に通知する
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の自動取引装置。
【請求項７】
　紙幣を金種別に収納するスタッカと、前記スタッカへ補充する紙幣を収納するカセット
と、少なくとも不明券または多重送り券と判定された紙幣を収納するリジェクトボックス
とを有する自動取引装置のリジェクト枚数算出方法において、
　前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が不明券の場合には紙幣は１枚が収納された
と推定し、前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が、多重送り券の場合には、多重送
り券の重なり枚数を判断しないで紙幣は２枚が収納されたと推定して前記収納枚数を算出
する第１のステップと、
　該自動取引装置に収納されている紙幣の枚数を金種別に精査する精査処理が行われた場
合には、精査処理前後の紙幣枚数の差分に基づき、前記推定して算出された収納枚数を補
正する第２のステップを有する
ことを特徴とする自動取引装置のリジェクト枚数算出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動取引装置のリジェクトボックスに収納された不明券枚数の算出に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無人店舗やコンビニエンスストアに設置される自動取引装置（以下、ＡＴＭと呼
ぶ）が増加し、これらのＡＴＭは、ネットワークを介して監視センタで一括監視される。
【０００３】
　また、ＡＴＭでは、入出金等の取引された結果の紙幣や硬貨の論理上の枚数（論理枚数
）と、内部に現に存在する紙幣や硬貨の総数が一致しているかの精査を定期的に行う必要
があるが、無人店舗、特に遠隔地に設けられたＡＴＭで、係員が定期的に精査するのは負
担が大きい。そこで、遠隔地に設けられたＡＴＭを中心にして、係員が現地に出向くこと
なしに監視センタで精査を行うリモート精査が提案されている。一例として、特許文献１
にあるような精査システムが提案されている。
【０００４】
　ＡＴＭには、紙幣の真偽や金種を鑑別する鑑別部が設けられ、鑑別部で破損券や金種不
明券等と判断された紙幣は、リジェクトボックスと呼ばれる回収部に収納される。リジェ
クトボックスに収納された枚数も、精査の対象とされるが、リジェクトボックスには、多
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重送りの紙幣も収納されるので、収納枚数を正確にカウントするのは難しい。そのため、
精査時に、論理枚数と実際に計数した枚数の差分が、ＡＴＭのリジェクトボックスに収納
された枚数と推定することが行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１８２０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　リジェクトボックスの収納枚数は、最終的にはＡＴＭから取り出して手作業で確認しな
ければならないが、金融機関からは、推定値であっても精度の高い値を常に把握できるＡ
ＴＭシステムが要請されている。しかし、リジェクトボックスの収納枚数を算出する目的
のため、時間のかかる精査処理を頻繁に行うことは好ましくない。
【０００７】
　前回の精査処理から新たな精査処理を行うまでの間も、リジェクトボックスの収納枚数
は変化する可能性がある。新たな精査処理を行うまでの間でも、リジェクトボックスの収
納枚数を提供できるＡＴＭが望まれる。
【０００８】
　本願発明は、上記課題に鑑み、リジェクトボックスの収納枚数を高精度に算出すること
ができる自動取引装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、紙幣を金種別に収納するスタッカと、前記スタッカへ補充
する紙幣を収納するカセットと、少なくとも不明券または多重送り券と判定された紙幣を
収納するリジェクトボックスとを有する自動取引装置において、前記リジェクトボックス
へ収納された収納枚数を算出するリジェクト枚数算出部を備え、前記リジェクト枚数算出
部は、前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が不明券の場合には紙幣は１枚が収納さ
れたと推定し、前記リジェクトボックスへ収納される紙幣が、多重送り券の場合には、多
重送り券の重なり枚数を判断しないで紙幣は２枚が収納されたと推定して前記収納枚数を
算出し、前記リジェクト枚数算出部は、前記自動取引装置に収納されている紙幣の枚数を
金種別に精査する精査処理が行われた場合には、精査処理前後の紙幣枚数の差分に基づき
、前記推定して算出された収納枚数を補正する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、リジェクトボックスの収納枚数を高精度に算出することができる自動
取引装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の自動取引装置が適用される自動取引システムの全体構成図である。
【図２】制御部のハードウェア構成図である。
【図３】リジェクトボックスの収納枚数算出処理に係る機能ブロック図である。
【図４】紙幣処理ユニットの概略構造を説明する模式図である。
【図５】出金時の紙幣の流れを説明する図である。
【図６Ａ】カセットの計数処理における紙幣の流れを説明する図１である。
【図６Ｂ】カセットの計数処理における紙幣の流れを説明する図２である。
【図７Ａ】スタッカの計数処理における紙幣の流れを説明する図１である。
【図７Ｂ】スタッカの計数処理における紙幣の流れを説明する図２である。
【図８Ａ】リジェクトボックスの収納枚数算出処理の手順を説明するメインのフローチャ
ート１である。
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【図８Ｂ】リジェクトボックスの収納枚数算出処理の手順を説明するメインのフローチャ
ート２である。
【図９Ａ】Ｒｓを推定する処理を説明するサブルーチンである。
【図９Ｂ】Ｒｃを推定する処理を説明するサブルーチンである。
【図１０】スタッカについての計数処理を説明するサブルーチンである。
【図１１】Ｒｓの補正処理を説明するサブルーチンである。
【図１２】カセットについての計数処理を説明するサブルーチンである。
【図１３】Ｒｃの補正処理を説明するサブルーチンである。
【図１４Ａ】スタッカのエンプティによるＲｓ補正を説明するサブルーチンである。
【図１４Ｂ】カセットのエンプティによるＲｃ補正を説明するサブルーチンである。
【図１５】混合金種カセットにおけるリジェクトボックスの収納枚数算出処理を説明する
フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面に従って本発明の実施形態を説明する。図１は、本発明の自動取引装置が適
用される自動取引システム１の全体構成図である。自動取引システム１は、自動取引装置
１０（以下、ＡＴＭ（automated teller machine）と呼ぶ）、ホストコンピュータ１００
、監視センタ２００を含む。ＡＴＭ１０、ホストコンピュータ１００及び監視センタ２０
０は、ネットワーク４００を経由して通信可能に接続される。
【００１３】
　ＡＴＭ１０は、金融機関やコンビニエンスストア等に設けられ、顧客の操作により入出
金や振込等の取引処理を自動的に行うものである。監視センタ２００は、各ＡＴＭ１０の
状態や稼動状況を集中的に監視する施設である。監視センタ２００には、監視サーバ２１
０が設けられる。
【００１４】
　ホストコンピュータ１００は、ＡＴＭ１０からの取引要求に対して、ＤＢ１２０に格納
された口座元帳に基づき取引処理を管理する。ホストコンピュータ１００は、制御部１１
０、顧客の口座元帳等を記憶するＤＢ１２０、通信部１３０を有する。
【００１５】
　ＡＴＭ１０は、制御部２０、記憶部３０、紙幣処理ユニット４０、操作部６０、表示部
６２、硬貨処理部６４、カード処理部６６、通帳処理部６８及び通信部７０を有する。
【００１６】
　制御部２０は、ＡＴＭ１０の全体を統括的に制御するもので、制御プログラムを読込ん
だＣＰＵ２９(図２参照)のソフトウェア処理により実現される。記憶部３０は、例えばＨ
ＤＤで、制御プログラムや表示部６２に表示される画面データや各種データを保存記憶す
る。
【００１７】
　紙幣処理ユニット４０は、内部の紙幣収納部(スタッカやカセット)に紙幣を保管し、入
金時には顧客から入金された紙幣を収納し、出金時には所定枚数の紙幣を繰出して顧客に
出金する。紙幣処理ユニット４０については、図３で詳細に説明する。
【００１８】
　操作部６０は、顧客からの指示を受け付けて、指示内容を制御部２０に通知する。表示
部６２は、取引をガイドする各種取引画面を顧客に表示する。操作部６０はタッチパネル
で、ＬＣＤ等からなる薄型の表示部６２と一体的に構成されてもよい。
【００１９】
　硬貨処理部６４は、入金時には顧客から入金された硬貨を内部の硬貨収納部（不図示）
に格納し、出金時には内部の硬貨収納部から所定枚数の硬貨を繰出し顧客に出金する。カ
ード処理部６６は、顧客が挿入したカードを内部に引き入れ、顧客のカード情報を読取り
、読取ったカードの情報を制御部２０に通知する。通帳処理部６８は、顧客が挿入した通
帳に取引内容を記帳する。通信部７０は、ネットワーク４００を介して、ホストコンピュ



(5) JP 6346113 B2 2018.6.20

10

20

30

40

50

ータ１００や監視センタ２００と通信を行う。
【００２０】
　以下で説明するリジェクトボックスの収納枚数算出処理においては、監視サーバ２１０
から自動精査指示がＡＴＭ１０に通知され、ＡＴＭ１０は自動精査指示を受けて、自動精
査処理（以下、単に精査とも呼ぶ）を実行する。また、監視サーバ２１０からリジェクト
ボックスの収納枚数送信要求がＡＴＭ１０に通知され、ＡＴＭ１０は要求を受けて、記憶
されたリジェクトボックスの収納枚数を監視サーバ２１０に送信する。
【００２１】
　図２は、制御部のハードウェア構成図である。制御部２０は、ＣＰＵ２９と記憶部３０
と、制御プログラムやデータを一時的に記憶するＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memo
ry）３１で構成される。
【００２２】
　図３は、リジェクトボックス４６の収納枚数算出処理に係るＡＴＭ１０の機能ブロック
図である。制御部２０は、搬送制御部２１、計数処理部２２、在高計算部２３及びリジェ
クト枚数算出部２４をそれぞれ機能部として有する。紙幣処理ユニット４０は、搬送部４
１、入出金部４２、スタッカ４３、カセット４４、鑑別部４５、リジェクトボックス４６
及びエンプティセンサ４７を有する。
【００２３】
　搬送制御部２１は、紙幣の搬送を制御するものである。紙幣の搬送の具体例は、図４以
降で説明する。計数処理部２２は、上述した監視サーバ２１０から自動精査処理の指示が
あった場合に、紙幣収納部に存在する紙幣枚数を実際にカウントする計数処理を行う。
【００２４】
　在高計算部２３は、精査時に、所定期間の取引処理や紙幣補充等による紙幣の出入り及
びリジェクトボックスの収納枚数を集計して、スタッカ４３やカセット４４に現在存在す
べき紙幣枚数(論理枚数とも呼ぶ)を算出する。リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト
ボックス４６に収納された紙幣の枚数を算出する。
【００２５】
　搬送部４１は、ＡＴＭ１０内部で紙幣を各場所へ移動させるためのもので、紙幣の通路
、通路に沿って紙幣を移動させるローラ、ローラを駆動するモータ及び紙幣の位置を検出
するセンサ等々を有する。入出金部４２は、顧客が現金を入金したり、内部から繰出され
顧客に渡されたりする現金を格納するボックスである。
【００２６】
　スタッカ４３は、顧客からの入金紙幣や顧客に出金する紙幣を、金種別に分けて収納す
る紙幣収納部である。また、スタッカ４３は、計数用にも使用される。カセット４４は、
外部から紙幣を補充したり、スタッカ４３で一杯になった紙幣を回収したりする紙幣収納
部である。
【００２７】
　鑑別部４５は、紙幣が正常券（正常紙幣とも呼ぶ）であるか破損券であるか、あるいは
不明券であるかを鑑別すると共に、正常券や破損券の場合には紙幣の金種を特定する。不
明券とは、紙幣の金種や真偽が不明な紙幣である。また、鑑別部４５は、正常券や破損券
の金種ごとの枚数をカウントする。
【００２８】
　リジェクトボックス４６は、鑑別部４５で破損券や不明券と判定された紙幣あるいは多
重送り（重送とも呼ばれる）と判断された紙幣を収納するものである。破損券や不明券あ
るいは多重送りされた紙幣を、まとめてリジェクト紙幣あるいはリジェクト券と呼ぶ。紙
幣の多重送りは、鑑別部４５あるいはスタッカ４３やカセット４４の紙幣繰出し部（不図
示）で判定される。
【００２９】
　エンプティセンサ４７は、紙幣が無くなったことを検出するセンサで、スタッカ４３及
びカセット４４にそれぞれ設けられる。
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【００３０】
　次に、紙幣処理ユニット４０の構成と紙幣の搬送経路を説明する。図４は、紙幣処理ユ
ニット４０の概略構造を説明する模式図であり、ＡＴＭ１０内部の断面図である。スタッ
カ４３は、金種別にスタッカ４３ａ、スタッカ４３ｂ、スタッカ４３ｃの３つが設けられ
る。スタッカ４３ｄは、計数用のスタッカである。カセット４４は、金種別にカセット４
４ａ及びカセット４４ｂが設けられる。
【００３１】
　スタッカ４３とカセット４４の上部に、鑑別部４５が設けられる。リジェクトボックス
４６は、鑑別部４５の横に設けられる。リジェクトボックス４６は、リジェクトボックス
４６ａ、リジェクトボックス４６ｂの２つが設けられる。リジェクトボックス４６ａとリ
ジェクトボックス４６ｂは、選択的に使用され、例えば、リジェクトボックス４６ｂが満
杯になった場合に、リジェクトボックス４６ａが使用される。スタッカ４３とカセット４
４と鑑別部４５及びリジェクトボックス４６を繋ぐように、搬送部４１が設けられる。
【００３２】
　図５は、出金時の紙幣の流れを説明する図である。実線のルートが正常紙幣（正常券）
の流れで、破線のルートがリジェクト紙幣の流れである。顧客からの出金依頼内容が、ホ
ストコンピュータ１００に通知され、ホストコンピュータ１００から出金許可がＡＴＭ１
０に通知されると、制御部２０は出金処理を行う。
【００３３】
　搬送制御部２１は、金種に応じて、金種別のスタッカ４３ａ、スタッカ４３ｂまたはス
タッカ４３ｃから紙幣を所定枚数繰出す。搬送制御部２１は、搬送部４１により、繰出し
た紙幣を鑑別部４５に搬送する。鑑別部４５は、搬送された紙幣につき、金種や真偽の判
定を行う。
【００３４】
　搬送制御部２１は、鑑別部４５で正常紙幣と判定された紙幣については、入出金部４２
に排出する。搬送制御部２１は、鑑別部４５で破損券や不明券と判定された紙幣あるいは
スタッカ４３や鑑別部４５で多重送りと判定された紙幣については、リジェクトボックス
４６へのルート（破線）を搬送して、リジェクトボックス４６に収納する。ここでは、リ
ジェクト券は、リジェクトボックス４６ｂに収納される例を示す。
【００３５】
　図６Ａ、図６Ｂは、自動精査時に行われるカセット４４の計数処理における紙幣の流れ
を説明する図である。カセット４４ａ及びカセット４４ｂに収納されている紙幣枚数の実
枚数をカウントする処理である。自動精査には、計数用のスタッカ４３ｄが利用される。
【００３６】
　図６Ａは、カセット４４ａまたはカセット４４ｂから計数用のスタッカ４３ｄへ紙幣が
搬送される場合である。図６Ｂは、計数用のスタッカ４３ｄからカセット４４ａまたはカ
セット４４ｂへ紙幣が戻される場合である。計数処理は、カセット４４ａとカセット４４
ｂ別々に行われる。
【００３７】
　最初にカセット４４ａの計数が行われるとする。図６Ａに示すように、搬送制御部２１
は、カセット４４ａから紙幣を繰出し、鑑別部４５で鑑別をした後、正常券を計数用のス
タッカ４３ｄに収納する。搬送制御部２１は、カセット４４ａが空になるまで、繰出しを
行う。
【００３８】
　搬送制御部２１は、鑑別部４５等でリジェクト券と判定された紙幣については、リジェ
クトボックス４６へのルート（破線）を搬送して、リジェクトボックス４６（ここでは、
リジェクトボックス４６ｂ）に収納する。
【００３９】
　搬送制御部２１は、カセット４４ａからの繰出しが終わった後は、図６Ｂに示すように
、計数用のスタッカ４３ｄに収納した紙幣を、鑑別部４５を経由して、元のカセット４４
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ａに戻す。搬送制御部２１は、鑑別部４５等でリジェクト券と判定された紙幣については
、リジェクトボックス４６ｂに収納する。これで、カセット４４ａの計数が終わる。
【００４０】
　続いて、カセット４４ｂの計数が行われる。図６Ａに示すように、搬送制御部２１は、
カセット４４ｂの全ての紙幣につき、鑑別部４５で判別して、正常券を計数用のスタッカ
４３ｄに収納し、リジェクト券をリジェクトボックス４６ｂに収納する。計数用のスタッ
カ４３ｄへの収納完了後、図６Ｂに示すように、搬送制御部２１は、計数用のスタッカ４
３ｄに収納した紙幣を、鑑別部４５を経由して、正常券を元のカセット４４ａに戻し、リ
ジェクト券と判定された紙幣については、リジェクトボックス４６ｂに収納する。これで
、カセット４４ｂの計数が終わる。
【００４１】
　図７Ａ、図７Ｂは、自動精査時におけるスタッカ４３の紙幣の流れを説明する図である
。スタッカ４３ａ、スタッカ４３ｂ及びスタッカ４３ｃに収納されている紙幣枚数の実枚
数をカウントする処理である。自動精査には、計数用のスタッカ４３ｄが利用される。
【００４２】
　スタッカ４３ａから最初に計数が行われるとする。図７Ａに示すように、搬送制御部２
１は、スタッカ４３ａから紙幣を繰出し、計数用のスタッカ４３ｄに移動させる。搬送制
御部２１は、スタッカ４３ａが空になるまで、繰出しを行う。計数用のスタッカ４３ｄへ
の紙幣の移動後、図７Ｂに示すように、搬送制御部２１は、計数用のスタッカ４３ｄから
紙幣を繰出し、鑑別部４５で判別させて、正常紙幣を元のスタッカ４３ａに収納し、リジ
ェクト券をリジェクトボックス４６ｂに収納する。これで、スタッカ４３ａについての計
数が終わる。
【００４３】
　次に、スタッカ４３ｂ、スタッカ４３ｃの計数が行われる。手順は、スタッカ４３ａと
同じであるので、説明は省略する。
【００４４】
　以上のように、出金処理時や精査時の計数動作で、リジェクト券（破損券や不明券ある
いは多重送り券）と判定された紙幣については、リジェクトボックス４６ｂに収納される
。
【００４５】
　そして、スタッカ４３が金種別スタッカで、かつカセット４４が単一金種カセットの場
合には、リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券の枚数を以下のように算出する。
【００４６】
　リジェクトボックス４６へ収納される紙幣が不明券の場合には紙幣は１枚が収納された
と推定し、リジェクトボックス４６へ収納される紙幣が多重送り券の場合には紙幣は２枚
が収納されたと推定して収納枚数を算出する。つまり、リジェクト枚数算出部２４は、リ
ジェクトボックス４６に不明券が収納された場合にはリジェクト枚数（後述するＲｓある
いはＲｃ）に１を加算し、リジェクトボックス４６に多重送り券が収納された場合にはリ
ジェクト枚数（ＲｓあるいはＲｃ）に２を加算する。また、リジェクトボックス４６に破
損券が収納された場合には、リジェクト枚数（後述するＤｓあるいはＤｃ）に１を加算す
る。
【００４７】
　また、リジェクト枚数算出部２４は、ＡＴＭ１０に収納されている紙幣の枚数を金種別
に精査する自動精査が行われた場合には、精査前後の紙幣枚数の差分に基づき、推定して
算出された収納枚数を補正する。
【００４８】
　また、リジェクト枚数算出部２４は、収納枚数を、スタッカ４３から搬送された分とカ
セット４４から搬送された分を区分けし、かつ金種ごとに算出する。リジェクト枚数算出
部２４は、スタッカ４３とカセット４４に分け、かつ金種ごとに推定あるいは補正して算
出した収納枚数を記憶部３０に記憶する。
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【００４９】
　そして、監視サーバ２１０から送信要求があった場合に、リジェクト枚数算出部２４は
、記憶部３０に記憶されたリジェクトボックス４６の紙幣収納枚数を、監視サーバ２１０
に通知する。
【００５０】
　また、スタッカ４３のエンプティセンサ４７で紙幣が無くなったことが検出された場合
には、リジェクト枚数算出部２４は、取引処理を集計して算出されたスタッカ４３に有る
べき紙幣の枚数との差分に基づき、推定等して算出された収納枚数を補正する。カセット
４４で、エンプティセンサ４７で紙幣が無くなったことが検出された場合も、同様である
。
【００５１】
　ただし、リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４が混合金種を収納する場合には、
前述の推定は行わない。リジェクト枚数算出部２４は、混合金種のカセット４４に収納さ
れている紙幣の枚数を計数する処理が行われた場合には、計数前後の紙幣枚数の差分に基
づき、収納枚数を補正する。
【００５２】
　図８～図１５は、リジェクトボックス４６の収納枚数算出処理の手順を説明するフロー
チャートである。図８～図１４は、金種別スタッカでかつ単一金種カセットの場合の処理
である。図１５は、混合金種カセットにおける処理である。
【００５３】
　図８Ａ、図８Ｂは、リジェクトボックス４６の収納枚数算出処理の手順を説明するメイ
ンのフローチャートである。リジェクトボックス４６の収納枚数算出処理では、精査やエ
ンプティ検知時を基準として、前回の精査やエンプティ検知時から今回の精査やエンプテ
ィ検知時までの間で、リジェクト枚数が推定され、今回の精査やエンプティ検知が行われ
た際に推定されたリジェクト枚数が補正される。
【００５４】
　前回の精査（あるいはエンプティ検知）から今回の精査（あるいはエンプティ検知）ま
での期間内で、スタッカ４３ａから繰出されてリジェクトボックス４６に収納された枚数
（リジェクト枚数とも呼ぶ）の内、不明券と多重送り券の合計枚数をＲｓ、破損券の枚数
をＤｓとする。同じく、カセット４４ａから繰出されてリジェクトボックス４６に収納さ
れた枚数の内、不明券と多重送り券の合計枚数をＲｃ、破損券の枚数をＤｃとする。従っ
て、リジェクトボックス４６の全収納枚数は、毎回のＲｓ、Ｄｓ、Ｒｃ、Ｄｃの累積枚数
となる。
【００５５】
　リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａから繰出されてリジェクトボックス４６
に収納された枚数とカセット４４ａから繰出されてリジェクトボックス４６に収納された
枚数を、分けて算出する。
【００５６】
　なお、リジェクトボックス４６の収納枚数算出処理は、金種別に行われるが、処理内容
は実質同一であるので、１つの金種(例えば、万券)について説明する。千円券についても
同様とする。そして、万券のスタッカ４３をスタッカ４３ａ、万券のカセット４４をカセ
ット４４ａとする。つまり、Ｒｓは万券スタッカ４３からの不明券と多重送り券、Ｒｃは
万券カセット４４からの不明券と多重送り券、Ｄｓは万券スタッカ４３からの破損券、Ｄ
ｃは万券カセット４４からの破損券の枚数である。
【００５７】
　リジェクト枚数算出部２４は、記憶部３０の０⇒Ｒｓ、０⇒Ｄｓ、０⇒Ｒｃ、０⇒Ｄｃ
とし（ステップＳ１０）、Ｒｓ、Ｒｃ等を初期化する。
【００５８】
　リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａからの紙幣繰出し時にリジェクト券が発
生したか？を判断する（ステップＳ１２）。ここでの、スタッカ４３ａからの紙幣繰出し
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時とは、図５で説明した出金処理である。リジェクト券の発生は、鑑別部４５等からリジ
ェクト枚数算出部２４に通知される。
【００５９】
　リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａからの紙幣繰出し時にリジェクト券が発
生したと判断すると（ステップＳ１２Ｙｅｓ）、Ｒｓを推定する処理を行う（ステップＳ
１４）。
【００６０】
　図９Ａは、Ｒｓを推定する処理を説明するサブルーチンである。リジェクト枚数算出部
２４は、リジェクト券は鑑別部４５により破損券であるか？を判断する（ステップＳ１０
０）。リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は破損券ではないと判断すると（ステ
ップＳ１００Ｎｏ）、リジェクト券は鑑別部４５による不明券であるか？を判断する（ス
テップＳ１０２）。
【００６１】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は鑑別部４５による不明券であると判断す
ると（ステップＳ１０２Ｙｅｓ）、Ｒｓ＋１⇒Ｒｓとする（ステップＳ１０４）。リジェ
クト枚数算出部２４は、不明券であるので、今回のリジェクト券を1枚と推定してよく、
スタッカ４３ａによるＲｓに「１」を加算する。
【００６２】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券が不明券でない、つまり多重送りによるリ
ジェクト券であると判断すると（ステップＳ１０２Ｎｏ）、Ｒｓ＋２⇒Ｒｓとする（ステ
ップＳ１０６）。リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券を２枚と推定して、スタッ
カ４３ａによるＲｓに「２」を加算する。多重送りは、２枚の場合が多いのが、経験的に
知られているからである。リジェクト枚数算出部２４は、推定したＲｓを記憶部３０に記
憶する（ステップＳ１０８）。
【００６３】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は破損券であると判断すると（ステップＳ
１００Ｙｅｓ）、Ｄｓ＋１⇒Ｄｓとし（ステップＳ１１０）、Ｄｓを記憶する（ステップ
Ｓ１１２）。
【００６４】
　図８Ａに戻り、ステップＳ１６に進む。リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａ
からの紙幣繰出し時にリジェクト券が発生していないと判断すると（ステップＳ１２Ｎｏ
）、ステップＳ１６に進む。
【００６５】
　次に、リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ａからの紙幣繰出し時にリジェクト
券が発生したか？を判断する（ステップＳ１６）。ここでの、カセット４４ａからの紙幣
繰出し時とは、カセット４４ａからスタッカ４３ａに紙幣を補充する処理である。リジェ
クト券の発生は、鑑別部４５等からリジェクト枚数算出部２４に通知される。
【００６６】
　リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ａからの紙幣繰出し時にリジェクト券が発
生したと判断すると（ステップＳ１６Ｙｅｓ）、Ｒｃを推定する処理を行う（ステップＳ
１８）。
【００６７】
　図９Ｂは、Ｒｃを推定する処理のサブルーチンである。リジェクト枚数算出部２４は、
リジェクト券は鑑別部４５により破損券であるか？を判断する（ステップＳ１１８）。リ
ジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は破損券ではないと判断すると（ステップＳ１
１８Ｎｏ）、リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は鑑別部４５による不明券であ
るか？を判断する（ステップＳ１２０）。
【００６８】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は鑑別部４５による不明券であると判断す
ると（ステップＳ１２０Ｙｅｓ）、Ｒｃ＋１⇒Ｒｃとする（ステップＳ１２２）。リジェ
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クト枚数算出部２４は、リジェクト券の枚数を1枚と推定して、カセット４４ａによるＲ
ｃに「１」を加算する。ステップＳ１０４と同様な理由による。
【００６９】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券が不明券でない、つまり多重送りであると
判断すると（ステップＳ１２０Ｎｏ）、Ｒｃ＋２⇒Ｒｃとする（ステップＳ１２４）。リ
ジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券の枚数を２枚と推定して、カセット４４ａによ
るリジェクト枚数Ｒｃに「２」を加算する。ステップＳ１０６と同様な理由による。リジ
ェクト枚数算出部２４は、推定したＲｃを記憶部３０に記憶する（ステップＳ１２６）。
【００７０】
　リジェクト枚数算出部２４は、リジェクト券は破損券であると判断すると（ステップＳ
１１８Ｙｅｓ）、Ｄｃ＋１⇒Ｄｃとし（ステップＳ１２７）、Ｄｃを記憶する（ステップ
Ｓ１２８）。
【００７１】
　図８Ａに戻り、ステップＳ２０に進む。また、リジェクト枚数算出部２４は、カセット
４４ａからの紙幣繰出し時にリジェクト券が発生していないと判断すると（ステップＳ１
６Ｎｏ）、ステップＳ２０に進む。
【００７２】
　また、制御部２０は、監視サーバ２１０より送信要求が有った場合に、適宜、推定した
Ｒｓ、ＲｃやＤｓ、Ｄｃを送信するようにしてもよい。また、リジェクト枚数算出部２４
は、過去のＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃを記憶しておいて、今回算出したＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、
Ｄｃに前回までの累積枚数を加えて、トータルの枚数を算出して、制御部２０が、今回推
定したＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃと共に、トータルの枚数を送信するようにしてもよい。こ
れにより、監視サーバ２１０は、各ＡＴＭのリジェクト枚数をリアルタイムに取得するこ
とができる。
【００７３】
　制御部２０は、監視サーバ２１０からの精査指示を受信したかを判断する（ステップＳ
２０）。制御部２０は、監視サーバ２１０からの精査指示を受信したと判断すると（ステ
ップＳ２０Ｙｅｓ）、計数処理部２２は、スタッカ４３ａ及びカセット４４ａについて計
数処理を行う。順番はいずれからでもよいが、以下では、スタッカ４３ａから行うとする
。計数処理部２２は、スタッカ４３ａについて計数処理を行う（ステップＳ２２）。
【００７４】
　図１０は、スタッカ４３ａについての計数処理を説明するサブルーチンである。スタッ
カ４３ａに対する計数処理での紙幣の流れは、図７Ａ、図７Ｂで説明した通りである。計
数処理部２２は、スタッカ４３ａについて計数を開始する（ステップＳ１３０）。
【００７５】
　リジェクト枚数算出部２４は、計数用のスタッカ４３ｄからスタッカ４３ａへの紙幣搬
送時にリジェクト券が発生したか？を判断する（ステップＳ１３２）。リジェクト枚数算
出部２４は、紙幣搬送時にリジェクト券が発生したと判断すると（ステップＳ１３２Ｙｅ
ｓ）、Ｒｓを推定する処理（Ｄｓ算出を含む）を行う（ステップＳ１３４）。Ｒｓを推定
する処理は、前述した図９Ａに示す処理であるので、説明は省略する。
【００７６】
　リジェクト枚数算出部２４は、紙幣搬送時に紙幣にリジェクト券が発生していないと判
断すると（ステップＳ１３２Ｎｏ）、ステップＳ１３６に進む。リジェクト枚数算出部２
４は、スタッカ４３ａの計数処理が終了したかを判断する（ステップＳ１３６）。リジェ
クト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａの計数処理が終了していないと判断すると（ステ
ップＳ１３６Ｎｏ）、ステップＳ１３２に戻る。
【００７７】
　在高計算部２３は、スタッカ４３ａの計数処理が終了したと判断すると（ステップＳ１
３６Ｙｅｓ）、スタッカ４３ａの計数前枚数ＫＡｓを算出する（ステップＳ１３８）。計
数前枚数ＫＡｓとは、前回精査あるいはエンプティ検知以降の取引処理及びリジェクトボ
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ックス４６へ収納された枚数を集計した値で、現時点でスタッカ４３ａに有るべき紙幣の
論理枚数である。
【００７８】
　計数前枚数ＫＡｓ＝（スタッカ４３ａの枚数）＋（カセット４４ａからの補充枚数）－
（カセット４４ａへの移送枚数）＋入金枚数―出金枚数―Ｄｓ―Ｒｓ　である。ＤｓやＲ
ｓには、計数処理中にリジェクトボックス４６へ収納された券の枚数も含まれる。
【００７９】
　スタッカ４３ａで行った計数処理後、スタッカ４３ａに実際に存在する枚数を計数後枚
数ＫＢｓとし、計数処理部２２は、ＫＢｓを算出する（ステップＳ１４０）。リジェクト
枚数算出部２４は、計数前枚数ＫＡｓと計数後枚数ＫＢｓを比較して、Ｒｓの補正を行う
（ステップＳ１４２）。
【００８０】
　図１１は、Ｒｓの補正処理を説明するサブルーチンである。リジェクト枚数算出部２４
は、ＫＡｓ＝ＫＢｓ？であるかを判断する（ステップＳ１５０）。リジェクト枚数算出部
２４は、ＫＡｓ＝ＫＢｓであると判断すると（ステップＳ１５０Ｙｅｓ）、Ｒｓの補正を
行わない。ＫＡｓ＝ＫＢｓであるので、ステップＳ１４やステップＳ１３４で行われた推
定は正しいと判断してよいからである。
【００８１】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｓ＝ＫＢｓでないと判断すると（ステップＳ１５０
Ｎｏ）、ＫＡｓ＞ＫＢｓ？であるかを判断する（ステップＳ１５４）。リジェクト枚数算
出部２４は、ＫＡｓ＞ＫＢｓであると判断すると（ステップＳ１５４Ｙｅｓ）、Ｒｓ＋（
ＫＡｓ－ＫＢｓ）⇒Ｒｓに補正する（ステップＳ１５６）。
【００８２】
　例えば、計数前枚数１００枚で、計数後枚数９８枚の場合には、リジェクトボックス４
６のＲｓの推定枚数が２枚少ないと判断し、リジェクト枚数算出部２４は、Ｒｓに２を加
算する補正を行う。例えば、多重送りの枚数が実際には３枚以上であったような場合であ
る。
【００８３】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｓ＞ＫＢｓでないと判断すると（ステップＳ１５４
Ｎｏ）、Ｒｓ―（ＫＢｓ―ＫＡｓ）⇒Ｒｓに補正する（ステップＳ１５８）。例えば、計
数前枚数１００枚で、計数後枚数１０２枚の場合には、リジェクトボックス４６のＲｓ推
定枚数が２枚多いと判断し、リジェクト枚数算出部２４は、Ｒｓから２を減算する補正を
行う。例えば、誤った多重送りの判断があったような場合である。リジェクト枚数算出部
２４は、ステップＳ１５２、Ｓ１５６、Ｓ１５８の後、図８Ａに戻り、ステップＳ２４に
進む。
【００８４】
　計数処理部２２は、カセット４４ａについて計数処理を行う（ステップＳ２４）。図１
２は、カセット４４ａについて計数処理を説明するサブルーチンである。カセット４４ａ
に対する計数処理での紙幣の流れは、図６Ａ、図６Ｂで説明した通りである。カセット４
４ａについて計数処理は、図１０で説明したスタッカ４３ａの計数処理と同等であるので
、簡単に説明する。
【００８５】
　計数処理部２２は、カセット４４ａについて計数を開始する（ステップＳ１７０）。リ
ジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ａと計数用のスタッカ４３ｄ間での紙幣搬送時
にリジェクト券が発生したか？を判断する（ステップＳ１７２）。
【００８６】
　リジェクト枚数算出部２４は、紙幣搬送時にリジェクト券が発生したと判断すると（ス
テップＳ１７２Ｙｅｓ）、Ｒｃを推定する処理を行う（ステップＳ１７４）。Ｒｃを推定
する処理は、図９Ｂに示したようである。
【００８７】
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　リジェクト枚数算出部２４は、紙幣搬送時にリジェクト券が発生していないと判断する
と（ステップＳ１７２Ｎｏ）、ステップＳ１７６に進む。リジェクト枚数算出部２４は、
カセット４４ａの計数処理が終了したかを判断する（ステップＳ１７６）。リジェクト枚
数算出部２４は、カセット４４ａの計数処理が終了していないと判断すると（ステップＳ
１７６Ｎｏ）、ステップＳ１７２に戻る。
【００８８】
　在高計算部２３は、カセット４４ａの計数処理が終了したと判断すると（ステップＳ１
７６Ｙｅｓ）、カセット４４ａの計数前枚数ＫＡｃを算出する（ステップＳ１７８）。計
数処理部２２は、カセット４４ａの計数処理で計数後枚数ＫＢｃを算出する（ステップＳ
１８０）。ＫＡｃとＫＢｃの算出は、ＫＡｓとＫＢｓの場合と同様である。リジェクト枚
数算出部２４は、計数前枚数ＫＡｃと計数後枚数ＫＢｃを比較して、Ｒｃの補正を行う（
ステップＳ１８２）。
【００８９】
　図１３は、Ｒｃの補正処理を説明するサブルーチンである。図１１と同様な処理である
。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｃ＝ＫＢｃであるか？を判断する（ステップＳ１９
０）。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｃ＝ＫＢｃであると判断すると（ステップＳ１
９０Ｙｅｓ）、Ｒｃの補正を行わない。
【００９０】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｃ＝ＫＢｃでないと判断すると（ステップＳ１９０
Ｎｏ）、ＫＡｃ＞ＫＢｃであるか？を判断する（ステップＳ１９４）。リジェクト枚数算
出部２４は、ＫＡｃ＞ＫＢｃであると判断すると（ステップＳ１９４Ｙｅｓ）、Ｒｃ＋（
ＫＡｃ－ＫＢｃ）⇒Ｒｃに補正する（ステップＳ１９６）。リジェクトボックス４６のＲ
ｃの推定枚数が少ないと判断し、リジェクト枚数算出部２４は、Ｒｃに加算する補正を行
う。
【００９１】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｃ＞ＫＢｃでないと判断すると（ステップＳ１９４
Ｎｏ）、Ｒｃ―（ＫＢｃ－ＫＡｃ）⇒Ｒｃに補正する（ステップＳ１９８）。リジェクト
ボックス４６のＲｃの推定枚数が多いと判断し、リジェクト枚数算出部２４は、Ｒｃを減
算する補正を行う。
【００９２】
　リジェクト枚数算出部２４は、ステップＳ１９２、Ｓ１９６、Ｓ１９８の後、図８Ａに
戻り、ステップＳ２６に進む。リジェクト枚数算出部２４は、補正後のＲｓ、Ｒｃを記憶
部３０に記憶する（ステップＳ２６）。
【００９３】
　制御部２０は、Ｒｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃを監視サーバ２１０に送信する（ステップＳ２
８）。なお、制御部２０は、監視サーバ２１０よりＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃの送信要求が
有った場合に、送信をするようにしてもよい。なお、リジェクト枚数算出部２４は、毎回
のＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃを記憶しておいて、今回算出したＲｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃに前
回までの累積枚数を加えて、トータルの枚数を算出して、制御部２０は、今回算出したＲ
ｓ、Ｒｃ、Ｄｓ、Ｄｃと共に、トータルの枚数を送信するようにしてもよい。制御部２０
は、ステップＳ２８の後は、ステップＳ１０に戻る。
【００９４】
　制御部２０は、監視サーバ２１０からの精査指示を受信していないと判断すると（ステ
ップＳ２０Ｎｏ）、ステップＳ３０に進む。
【００９５】
　次に、スタッカ４３ａまたはカセット４４ａでエンプティ検知された場合にも、リジェ
クト枚数に補正が行われる。エンプティ検知時に行われる補正処理について説明する。
【００９６】
　リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａのエンプティセンサ４７でエンプティが
検知されたか？を判断する（ステップＳ３０）。リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ
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４３ａのエンプティセンサ４７でエンプティが検知されたと判断すると（ステップＳ３０
Ｙｅｓ）、スタッカ４３ａのエンプティによるＲｓ補正を行う（ステップＳ３２）。
【００９７】
　図１４Ａは、スタッカ４３ａのエンプティによるＲｓ補正を説明するサブルーチンであ
る。スタッカ４３ａが空であるから、スタッカ４３ａの実枚数は、「０」である。エンプ
ティ検出時点でのスタッカ４３ａに有るべき紙幣の論理枚数を、ＫＣｓとする。前回精査
あるいは前回エンプティ検知以降の論理枚数として、ＫＣｓ＝（スタッカ４３ａの枚数）
＋（カセット４４ａからの補充枚数）－（カセット４４ａへの移送枚数）＋入金枚数―出
金枚数―Ｄｓ―Ｒｓである。ＫＣｓは、前述のＫＡｓと同等な値である。
【００９８】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｓ＝０であるか？を判断する（ステップＳ２１０）
。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｓ＝０であると判断すると（ステップＳ２１０Ｙｅ
ｓ）、Ｒｓの補正はしない（ステップＳ２１２）。Ｒｓは、正しいと判断されるからであ
る。
【００９９】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｓ＝０でないと判断すると（ステップＳ２１０Ｎｏ
）、Ｒｓ＋ＫＣｓ⇒Ｒｓとする（ステップＳ２１４）。例えば、ＫＣｓ＝２の場合には、
リジェクトボックス４６のＲｓの推定枚数が２枚少ないと判断し、リジェクト枚数算出部
２４は、Ｒｓに２を加算する補正を行う。逆に、ＫＣｓ＝―２の場合には、リジェクトボ
ックス４６のＲｓの推定枚数が２枚多いと判断し、リジェクト枚数算出部２４は、Ｒｓか
ら２を減算する補正を行う。
【０１００】
　リジェクト枚数算出部２４は、ステップＳ２１２、Ｓ２１４の後、図８Ｂに戻り、ステ
ップＳ３４に進む。リジェクト枚数算出部２４は、補正後のＲｓを記憶する（ステップＳ
３４）。制御部２０は、Ｒｓ、Ｄｓを監視センタ２００に送信する（ステップＳ３６）。
前述の通り、制御部２０は、監視サーバ２１０よりＲｓ、Ｄｓの送信要求が有った場合に
、送信をするようにしてもよいし、また、今回のＲｓ、Ｄｓと、Ｒｓ、Ｄｓのトータル（
累積）枚数を送信してもよい。
【０１０１】
　リジェクト枚数算出部２４は、スタッカ４３ａのエンプティセンサ４７でエンプティが
検知されていないと判断すると（ステップＳ３０Ｎｏ）、ステップＳ３８に進む。
【０１０２】
　リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ａのエンプティセンサ４７でエンプティが
検知されたか？を判断する（ステップＳ３８）。リジェクト枚数算出部２４は、カセット
４４ａのエンプティセンサ４７でエンプティが検知されたと判断すると（ステップＳ３８
Ｙｅｓ）、カセット４４ａのエンプティによるＲｃ補正を行う（ステップＳ４０）。
【０１０３】
　図１４Ｂは、カセット４４ａのエンプティによるＲｃ補正を説明するサブルーチンであ
る。図１４Ａと同等な処理であるので、相違点を説明する。カセット４４ａが空であるか
ら、カセット４４ａの実枚数は、「０」である。エンプティ検出時点でのカセット４４ａ
に有るべき紙幣の論理枚数を、ＫＣｃとする。前回精査あるいは前回エンプティ検知以降
の論理枚数として、ＫＣｃ＝（カセット４４ａの枚数）―（スタッカ４３ａへの補充枚数
）＋（スタッカ４３ａからの搬送枚数）―Ｄｃ―Ｒｃである。ＫＣｃは、前述のＫＡｃと
同等な値である。
【０１０４】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｃ＝０であるか？を判断する（ステップＳ２２０）
。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｃ＝０であると判断すると（ステップＳ２２０Ｙｅ
ｓ）、Ｒｃの補正はしない（ステップＳ２２２）。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｃ
＝０でないと判断すると（ステップＳ２２０Ｎｏ）、Ｒｃ＋ＫＣｃ⇒Ｒｃとする（ステッ
プＳ２２４）。リジェクト枚数算出部２４は、ステップＳ２２２、Ｓ２２４の後、図８Ｂ
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に戻り、ステップＳ４２に進む。リジェクト枚数算出部２４は、補正後のＲｃを記憶する
（ステップＳ４２）。
【０１０５】
　制御部２０は、Ｒｃ、Ｄｃを監視サーバ２１０に送信する（ステップＳ４４）。前述の
通り、制御部２０は、監視サーバ２１０よりＲｃ、Ｄｃの送信要求が有った場合に、送信
をするようにしてもよいし、今回のＲｃ、Ｄｃと、Ｒｃ、Ｄｃのトータル枚数を送信して
もよい。
【０１０６】
　制御部２０は、ステップＳ３８Ｎｏの場合は、ステップＳ１２に戻る。制御部２０は、
ステップＳ３６、ステップＳ４４の後は、ステップＳ１０に戻る。
【０１０７】
　次に、混合金種カセットにおける処理を説明する。図１５は、混合金種カセットにおけ
るリジェクトボックス４６の収納枚数算出処理を説明するフローチャートである。混合金
種カセット４４をカセット４４ｄ(不図示)とし、カセット４４ｄに基づくリジェクト枚数
の内、不明券と多重送り券の合計枚数をＲｄ、破損券の枚数をＤｄとする。
【０１０８】
　混合金種カセットに対してリジェクト枚数算出部２４は、精査時とエンプティ検知時に
Ｒｄの補正を行い、リジェクト枚数の推定は行わない。混合金種カセットでは金種が確定
できないためである。以下混合金種カセット４４ｄにおける処理は、図９Ｂの推定処理を
除き、単一金種カセットでの処理（図８Ａ等）で説明した処理と同様であるので、簡単に
説明する。
【０１０９】
　開始時にリジェクト枚数算出部２４は、記憶部３０で０⇒Ｒｄ、０⇒Ｄｄとする（ステ
ップＳ３００）。制御部２０は、監視サーバ２１０からの精査指示を受信したか？を判断
する（ステップＳ３０２）。制御部２０は、監視サーバ２１０からの精査指示を受信した
と判断すると（ステップＳ３０２Ｙｅｓ）、計数処理部２２は、カセット４４ｄについて
計数処理を行う（ステップＳ３０４）。
【０１１０】
　カセット４４ｄの計数前枚数をＫＡｄとし、カセット４４ｄの計数後枚数をＫＢｄとす
る。前述したように、ＫＡｄは、前回精査あるいは前回エンプティ検知以降の論理枚数で
ある。ＫＡｄ＝（カセット４４ｄの枚数）―（スタッカ４３への補充枚数）＋（スタッカ
４３からの搬送枚数）―Ｄｄ―Ｒｄである。ここでの、ＲｄとＤｄは、スタッカ４３への
補充やスタッカ４３からの搬送の間で、不明や破損として、鑑別部４５でカウントされた
枚数である。
【０１１１】
　在高計算部２３は、カセット４４ｄのＫＡｄを算出し、計数処理部２２は、カセット４
４ｄのＫＢｄを算出する。ＫＡｄ及びＫＢｄの算出は、ステップＳ１７８、ステップＳ１
８０での処理と同様である。
【０１１２】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｄ＝ＫＢｄであるか？を判断する（ステップＳ３０
６）。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｄ＝ＫＢｄであると判断すると（ステップＳ３
０６Ｙｅｓ）、Ｒｄの補正を行わない。
【０１１３】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｄ＝ＫＢｄでないと判断すると（ステップＳ３０６
Ｎｏ）、ＫＡｄ＞ＫＢｄであるか？を判断する（ステップＳ３０８）。リジェクト枚数算
出部２４は、ＫＡｄ＞ＫＢｄであると判断すると（ステップＳ３０８Ｙｅｓ）、Ｒｄ＋（
ＫＡｄ－ＫＢｄ）⇒Ｒｄに補正する（ステップＳ３１０）。つまり、現Ｒｄに（ＫＡｄ－
ＫＢｄ）を加算する。
【０１１４】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＡｄ＞ＫＢｄでないと判断すると（ステップＳ３０８
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Ｎｏ）、Ｒｄ―（ＫＢｄ―ＫＡｄ）⇒Ｒｄに補正する（ステップＳ３１２）。つまり、現
Ｒｄから（ＫＢｄ―ＫＡｄ）を減算する。
【０１１５】
　制御部２０は、Ｒｄ、Ｄｄを監視サーバ２１０に送信する（ステップＳ３１４）。前述
の通り、制御部２０は、監視サーバ２１０よりＲｄ、Ｄｄの送信要求が有った場合に、送
信をするようにしてもよいし、今回のＲｄ、Ｄｄと、Ｒｄ、Ｄｄのトータル枚数を送信し
てもよい。制御部２０は、ステップＳ３１４の後は、ステップＳ３００に戻る。
【０１１６】
　制御部２０は、監視センタ２００からの精査指示を受信していないと判断すると（ステ
ップＳ３０２Ｎｏ）、ステップＳ３１６に進む。リジェクト枚数算出部２４は、カセット
４４ｄのエンプティセンサ４７でエンプティが検知されたか？を判断する（ステップＳ３
１６）。リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ｄのエンプティセンサ４７でエンプ
ティが検知されたと判断すると（ステップＳ３１６Ｙｅｓ）、カセット４４ｄのエンプテ
ィによるＲｄ補正を行う。図１４Ｂと同様な内容であるので、簡単に説明する。
【０１１７】
　リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｄ＝０であるか？を判断する（ステップＳ３１８）
。ＫＣｄは、エンプティ検出時点でカセット４４ｄに有るべき紙幣の論理枚数である。リ
ジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｄ＝０であると判断すると（ステップＳ３１８Ｙｅｓ）
、Ｒｄの補正はしない。リジェクト枚数算出部２４は、ＫＣｄ＝０でないと判断すると（
ステップＳ３１８Ｎｏ）、Ｒｄ＋ＫＣｄ⇒Ｒｄとする（ステップＳ３２０）。
【０１１８】
　制御部２０は、Ｒｄ、Ｄｄを監視センタ２００に送信する（ステップＳ３２２）。前述
の通り、制御部２０は、監視センタ２００よりＲｄ、Ｄｄの送信要求が有った場合に、送
信をするようにしてもよいし、今回のＲｄ、Ｄｄと、Ｒｄ、Ｄｄのトータル枚数を送信し
てもよい。制御部２０は、ステップＳ３２２の後は、ステップＳ３００に戻る。
【０１１９】
　リジェクト枚数算出部２４は、カセット４４ｄのエンプティセンサ４７でエンプティが
検知されていないと判断すると（ステップＳ３１６Ｎｏ）、ステップＳ３０２に戻る。
【０１２０】
　以上説明したように、本実施形態による収納枚数算出処理によれば、リジェクトボック
スの収納された紙幣の枚数を、不明券あるいは多重送り発生時、精査時あるいはエンプテ
ィ検出時等々で適宜算出し送信することができることで、ＡＴＭあるいは監視センタでリ
ジェクトボックスの収納枚数をタイムリーに把握することができる。これにより、遠隔地
にあるＡＴＭに対しても、管理精度を向上させることができる。特に、自動精査時以外の
期間でも、監視センタは推定値を把握できることで、ＡＴＭに対する管理精度を向上させ
ることができる。
【０１２１】
　なお、制御部２０は、制御プログラムを読込んだＣＰＵ２９によるソフトウェア処理に
より実現されると説明したが、一部または全部をハードウェアで構成するようにしてもよ
い。
【０１２２】
　なお、本発明は上述した実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階でのそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化することができる。また、上記実施
形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成する
ことができる。例えば、実施形態に示される全構成要素を適宜組み合わせても良い。さら
に、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。このような、発明の趣
旨を逸脱しない範囲内において種々の変形や応用が可能であることはもちろんである。
【符号の説明】
【０１２３】
１　　　自動取引システム
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１０　　ＡＴＭ　
２０　　制御部
２１　　搬送制御部
２２　　計数処理部
２３　　在高計算部
２４　　リジェクト枚数算出部
３０　　記憶部
４０　　紙幣処理ユニット
４１　　搬送部
４２　　入出金部
４３　　スタッカ
４４　　カセット　
４５　　鑑別部
４６　　リジェクトボックス
４７　　エンプティセンサ
１００　ホストコンピュータ
２００　監視センタ
２１０　監視サーバ
４００　ネットワーク

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６Ａ】 【図６Ｂ】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０】

【図１１】 【図１２】



(20) JP 6346113 B2 2018.6.20

【図１３】

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１５】
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